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１．津軽自動車道の概要 1 

津軽自動車道は、東北縦貫自動車道弘前線の浪岡ＩＣから五所川原市を通過し、日本海沿岸地域までを結ぶ延長約
40kmの高規格幹線道路であり、計画段階評価対象区間（柏～浮田間）を含む約15kmが未事業化区間となっている。 

当該区間（柏～浮田）は、現在事業中の五所川原西バイパスの終点部（五所川原市）から鰺ヶ沢道路の起点部
（鰺ヶ沢町）を連絡する約13kmの区間である。 

◆整備状況 ◆供用経緯 

H14.11 浪岡五所川原道路 
    （部分供用：Ｌ＝８．１ｋｍ） 
H19.12 浪岡五所川原道路 
    （全線供用：Ｌ＝１５．７ｋｍ） 

計画段階評価対象区間 

かしわ うきた ご し ょ が わ ら に し  あ じ が さ わ  

板柳町 

◆供用予定 

H26年度 五所川原西バイパス  
     （L=3.8km） 
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延長 率 

計画延長 約３８ｋｍ 

開通延長  １６ｋｍ 約４２％ 

事業中延長   ８ｋｍ 約２１％ 
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▼青森県の高規格道路供用状況 

トリミング 
 

16.11/14.98 
-0.39/-0.32 
14.85/10.76 
12.63/7.43 

津軽自動車道は、東北縦貫自動車道弘前線の浪岡ＩＣから五所川原市を通過し、日本海沿岸地域までを結ぶ計画延
長約38kmの高規格幹線道路であり、16km（42％）が開通済み 

今回の対象区間は、現在事業中の五所川原西バイパスの終点部（五所川原市）から鰺ヶ沢道路の起点部（鰺ヶ沢
町）を連絡する「柏～浮田」区間 

開通済み
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未事業化
〈詳細図〉 
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２．地域の概要（位置） 2 

対象地域は県都青森市から西へ約50km帯に位置し、計画区間沿線の青森県五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町の２市
１町 

日本海沿岸に面し、岩木山のふもとに広がる広大な津軽平野の中に市街地と豊かな水田地帯を形成する地域 

津軽半島 

当該区間 

資料：H22国勢調査 
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青森県 

岩手県 秋田県 

西北五地域 

西北五地域とは･･･ 

五所川原市、つがる市、中泊町、鶴田町、板柳町 

鰺ヶ沢町、深浦町の２市5町の地域を指す 

板柳町 

市町村 人口（H22） 

五所川原市 58,421 
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中泊町 12,743 
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※出典：Ｈ22国勢調査 

[青森県五所川原市からつがる市周辺] 

西北地域 
159,044人 

対象地域 
107,113人 

開通済み

事業中

未事業化

市町名 人口
五所川原市 ５８，４２１人
つがる市 ３７，２４３人
鰺ヶ沢町 １１，４４９人
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対象地域 
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青森市 
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八戸市 

弘前市 

〈位置〉 

市町名 人口 県全体に対する割合
五所川原市 ５８，４２１人 4.3%
つがる市 ３７，２４３人 2.7%
鰺ヶ沢町 １１，４４９人 0.8%

対象地域計 １０７，１１３人 7.8%
青森県 １，３７３，３３９人 100%

至：青森市 

至：鰺ヶ沢町 
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２．地域の概要（人口） 3 

対象地域の人口は全国及び東北全体・青森県全体を上回るペースで減少 

さらに、高齢者割合も全国や東北、青森を上回っている上、全国より、１０年程度早いペースで高齢化が進行 

生産年齢人口の減少も顕著 

▼対象地域における高齢者割合の推移 

▼人口推移と伸び率の比較 

資料：【実績値】「国勢調査」総務省、【予測値】日本の地域別将来推計人口 
      （平成25年3月推計）国立社会保障・人口問題研究所 

伸び率（S60=1.00） 

人口（千人） 

実績値 
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予測値 
→ 

実績値 
← 

予測値 
→ 

※将来推計人口は、出生中位・死亡中位推計の結果に基づく 
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※対象地域：五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町 
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２．地域の概要（気象条件１） 4 

西北五地域

資料：全国積雪寒冷地帯 
   振興協議会ＨＰ 

▼東北地方の地吹雪発生状況（日数） 

資料：気象庁 
  H21～H24気象データより 
 吹雪の発生条件となる 
 日数を抽出 

（日/年） 

※吹雪となる気象「雪氷調査法」北海道大学図書刊行会 

気温 降雪あり 降雪なし 

0～-5℃ 6m/s以上 11m/s以上 

-5℃以下 5m/s以上 10m/s以上 

▼抽出気象条件 
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〈豪雪地帯の指定状況〉 

豪雪地帯指定状況図 
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〈年間降雪量（H15～H24平均）〉 〈冬期間の平均風速（H15～H24平均）〉 

年間降雪量グラフ 

（H15～H24平均） 
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対象地域は日本海に面し、白神山地や奥羽山脈に囲まれた地域であり、五所川原市と鰺ヶ沢町が特別豪雪地域 

鰺ヶ沢町や五所川原市は東北地方の日本海沿岸地域と比較して、降雪日数・年間降雪量ともに多く、冬期日最低気
温が低く、冬期には日本海側からの西～西北西向きの風が卓越し、冬期の風速は夏期の約２倍 

資料：全国積雪寒冷地帯 
   振興協議会ＨＰ 

▼鰺ヶ沢町・五所川原市の年間降雪量・最大風速の推移 

〈豪雪地帯の指定状況〉 
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▼鰺ヶ沢町・五所川原市の年間降雪量・最低気温の推移 

資料：気象庁気象データ 
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〈冬期の日最大風速が5m/sを超える日数（H15～H24）〉 
(日/年) 

〈冬期日平均風速（H15～H24平均）〉 

（m/s） 

〈年最低気温（H15～H24平均）〉 

鰺ヶ沢町・五所川原市は、降雪日数・降雪量ともに多い地域 

冬は海からの西風が吹く 
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※青森県主要都市平均は、各生活圏の中心都市（青森市、弘前
市、八戸市、十和田市、むつ市、五所川原市）の平均値 
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H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 
平均43日 

（48%） 
平均37日 

（41%） 平均36日 

（40%） 
平均34日 

（38%） 平均20日 

（22%） 平成25年1月18日  

２．地域の概要（気象条件２） 5 

対象地域を通過する国道101号は、地吹雪が冬期日数の約５～６割発生し、厳しい気象条件 （気象データより） 

今回の対象区間では、地吹雪や吹雪による道路交通への影響が大きい状況 

▼東北地方の吹雪発生状況（日数） 

資料：気象庁 
  H22～H25気象データより 
 吹雪の発生条件となる 
 日数を抽出 

（日/年） 

※吹雪となる気象「雪氷調査法」北海道大学図書刊行会 

気温 降雪あり 降雪なし 

0～-5℃ 6m/s以上 11m/s以上 

-5℃以下 5m/s以上 10m/s以上 

▼抽出気象条件 

〈日本海沿岸東北地方の吹雪発生状況〉 〈国道１０１号の地吹雪状況〉 

■地吹雪発生に 
よる低速走行 

[視界不良時は低速走行] 

平成25年1月8日  

平成25年2月25日 

平成25年2月25日 

[堆雪により車道を歩行] 

平成26年1月11日 

■地吹雪発生に 
よる視界不良 

[吹雪による視界不良により走行が困難] 

■積雪時におけ
る堆雪幅の不足 

■通常期 

平成26年3月7日  ■地吹雪発生に 
よる低速走行 

平成26年3月7日 

平成24年10月1日 ※資料：つがる総合尾病院来院者ヒアリング（H26.7） 
 （病院の立地する旧五所川原市以外からの来院者を対象） 
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H23年度 H24年度 平均52日 

（57%） 
平均45日 

（50%） 平均39日 

（43%） 

平均38日 

（42%） 平均26日 

（29%） 

資料：気象庁 
  H23～H25気象データより 
 吹雪の発生条件となる 
 日数を抽出 



※H22国勢調査（通勤・通学流動） 
       （利用交通手段） 
※H18青森県（消費購買動向による商圏調査） 

２．地域の概要（地域間交通の状況） 6 

▼地域間流動状況 

JR五能線 

国道101号 

深浦

鰺ヶ沢

つがる

通勤・通学

▼ＪＲ五能線の運休状況 

出典：新聞記事より集計（H25.4～H26.3） 

H25年度の運休本数 
H25.4～H26.3の1年間で 127本 

吹雪 

五所川原

買物(買回品)

3,548人／日 

つがる市・鰺ヶ沢町 
全体の約２割 

▼通勤・通学時の移動手段 
78.2%

78.2%

76.8%
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その他
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66.2%

42.3%

4.1%
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4.4%
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22.1%
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10.5%

17.4%
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【確認・修正事項】 

・全運休回数のうち、冬期に偏っていることが言えるかどうか 

・運休理由は、降雪・吹雪等でわけられるか 

【確認内容】 

・JRへ確認が必要（運休データ提供可能か、データの内容、運休基準等） 

対象地域間では、通勤・通学や買い物など、五所川原市へ依存した日常生活交通が存在 

地域間流動を支える交通網は国道101号とＪＲ五能線であるが、ＪＲ五能線は自然災害（大雨・大雪）に脆弱な路線
であり、通勤通学の移動手段が自家用車に依存しているため、国道101号が地域間を結ぶ重要な移動経路 

ごのう 

●１ヶ月あたりの運休本数 
通常期(3月～11月)：計84本（約 9本/月） 
冬期(12月～翌2月)：計43本（約14本/月） 

JR五能線の年間運行本数は約6935本 

運休本数127本は全体の約２％ 

冬期は通常期の約１．６倍 

※就業人口23,945人 

買物客の約２割 ※ｱﾝｹｰﾄ回答数201人中45人 

買物 
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 第三次救急医療施設 

３．地域の状況と課題（医療：第三次救急医療） 

医師数及び自地依存率が低く、第三次救急医療施設への搬送所要時間は県内で下北地方に次いで県内で2番目に遠い 

対象地域は第三次救急医療施設への搬送時間が長い上、冬期は搬送時間が通常期よりも1.2倍に増加 

つがる総合病院開院後(H26.4.1)も脳梗塞等緊急を要する脳神経外科は未対応のため県立中央病院まで搬送が必要 

 
・冬期間の搬送時間は通常時の約１.５倍。

吹雪や路面凍結など、救急隊員、患者に
とって多大な負担となっている。 

 （つがる市消防本部警防課 

救急救命士 H25.8） 

◆地域の声 下北地方に次いで
所要時間が長い 

※資料：H22道路交通センサス（12時間平均速度で算出） 

※資料 通常期：H22道路交通センサス 
    冬期：民間プローブデータ 
       （12時間平均速度で算出） 
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▼自地依存率 

※自地依存率：当該圏域内の医療施設を受療する率 
 出典：青森県地域医療再生計画（西北五地域保健医療圏H22） 

※人口10万対医師数：医師数/人口×10万 
 医師数：医師・歯科医師・薬剤師調（H22）、人口：国勢調査（H22）総務省 

▼人口10万対医師数（H22） 

県内で最も 
少ない地域 

 
・人工透析や脳神経外科は患者一人一人へ

のきめ細やかな対応を求められる高度な
医療だが、常勤医を確保できず、段階的
に暫定運用している状況。（つがる総合
病院ヒアリング平成26年7月） 

◆つがる総合の病院コメント 

▼青森県内の第三次救急医療施設の位置 

対象地域 

上北地域 

下北地域 

三八地域 

東青地域 

中南地域 
西北地域 

▼第三次救急医療施設への 
平均所要時間 （分） 

県立中央病院（青森市） 

鰺ヶ沢町⇒県立中央病院 
通常期：約79分 
冬期：約93分 

（冬期は通常期の約1.2倍） 
つがる市 

弘前大学医学部附
属病院（弘前市） 

鰺ヶ沢町 

八戸市立市民病院
（八戸市） 

平均８９件 

資料：つがる市、鰺ヶ沢町消防本部 

▼鰺ヶ沢町・つがる市から第三次救急医療
施設への救急搬送件数 
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３．地域の状況と課題（医療：地域医療） 

対象地域を含む西北地方における医療再編により、高度な入院機能を集約したつがる総合病院が五所川原市に移転開業（平成
26年4月1日） 

冬期間は搬送時間が通常期よりも1.2倍 

鰺ヶ沢町内で診療が出来ない科目は、つがる総合病院へ車で通院している状況であり、国道１０１号を利用しての通院者は、
冬期の視程不良等の中での通院に対して不安に感じている 

鶴田町 

五所川原市 

五所川原北IC 

五所川原東IC 

五所川原IC 

つがる市 

つがる市 

鰺ヶ沢町 

つがる総合病院 
平成26年4月移転開業 

つがる市民診療所 
平成26年3月移転開業 

地域診療所 

鰺ヶ沢町 

H26.3から救急受け入れ無し 

（二次救急医療指定取り下げ） 

▼鰺ヶ沢町・つがる市を経由するつがる総合病院への搬送ルート 

鰺ヶ沢病院 
地域病院 

第二次医療施設 

▼つがる市、鰺ヶ沢町から各救急医療施設への搬送件数 

つがる市・鰺ヶ沢町
からつがる総合病院
への搬送件数 

※資料：つがる市、鰺ヶ沢町消防本部 

西北病院(現・つがる総合
病院)への救急搬送 

つがる成人病センター(現・つが
る市民診療所)への救急搬送 

    鰺ヶ沢町からの搬送ルート 
▼鰺ヶ沢町からつがる総合病院への所要時間 

33 

41 

20
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50

通常期 冬期 

冬期には所要時間
が約1.2倍 

※資料： 
 通常期：H22道路交通センサス 
 冬期：民間プローブデータ 
   (H24.12～H25.2） 
   （12時間平均速度で算出） 

 
・冬期間の搬送時、道幅が狭いために道を譲りたくても譲れない状況や、路面のでこぼこにより揺れ

で救急車内での医療行為に支障を来すので困っている。  （鰺ヶ沢消防署（救急救命士）H25.8） 

◆救急救命士の声 

8 

▼鰺ヶ沢町内で受診できない診療科目 

産
科 

人
工
透
析 

町外へ通院 

 
・鰺ヶ沢町の住民は、産科など町内にない診療科目について、五所川原市や青森市への通

院を余儀なくされている。   （青森県医療薬務課 H25.6） 

◆青森県の声 
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回答数：49 回答数：192 

14% 

10% 

57% 

20% 

15% 

8% 

冬期の視程不良の中で
の運転が怖い 

冬期はスピードが出せ
ず、特に時間がかかる 

渋滞や信号待ちが多く
時間が読めない 

距離が長く時間がかかる 

■国道101号つがる方面利用者 ■利用者全体 

冬期の視程不良の中での運転が怖い 

冬期はスピードが出せず、特に時間がかかる 

渋滞や信号待ちが多く時間が読めない 

距離が長く時間がかかる 

病床数の減少 
140床⇒100床 

▼国道１０１号利用者の感じている道路の問題点 

来院者の約７割が冬期
の視界不良時の運転
に不安を感じている 

※資料：つがる総合尾病院来院者ヒアリング(H26.7) 

※資料：つがる総合病院来院者 
     ヒアリング(H26.7) 

西北中央病院 

つがる総合病院 

つがる成人病センター 

(分) 

 
実施日：H26.7.16-19 

対象：来院者（患者、付添・見舞客等のうち、病院 

 の立地する旧五所川原市以外からの来院者を対象） 

つがる総合病院来院者ヒアリング 

冬期の視程不良の中で
の運転が怖い 
 

冬期はスピードが出せ
ず、特に時間がかかる 
 

渋滞や信号待ちが多く
時間が読めない 
 
距離が長く時間がかかる 
 

2% 

10% 

14% 

73% 
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※回答数：49 
（全回答者のうち、つがる
市方面から国道１０１号
を利用する来院者） 
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※資料：陸奥新報（H26.6.19）記事より 

※H26.2以降、つがる成人病センターへの搬送は徐々に制限。 
 「つがる総合病院」開業後は過度な集中を避けるため、軽症の救急患者は鰺ヶ沢病院等に 
 ワンタッチし診断しているため減少。 

H26.1～3 

H26.4～6 

 
・対象地域に産科のある病院は当病院が唯一である。 
・新たに人工透析の受入を行うが、現時点で対応でき

ていない。 
・脳神経外科は２人以上の常勤医師を確保できず非常

勤医師が診療を担当。 

◆つがる総合病院ヒアリング（H26.7） 

207 

325 

H25.1～6 

390 
(H26.1～6) 

約１．２倍 

  
・冬期の視程不良の中での運転が怖い。 
・旧森田村の辺りが吹雪くため危険を感じている。 
・冬は吹きだまりができて運転が大変。 
・除雪が間に合っていないので走りづらい。    （つがる総合病院来院者ヒアリング H26.7） 

◆つがる総合病院来院者の声 

つがる総合病院で対応予定 
 人工透析や脳神経外科は対象地域で初の
診療科目 

 ※現時点では担当医不足のため暫定運用 

つがる総合病院で対応 
 人工透析や脳神経外科は対象地域で初の
診療科目 ※現時点では暫定運用 

高規格幹線道路（供用区間）

一般国道

主要地方道

一般県道

高規格ＩＣ

凡　　　　例
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３．地域の状況と課題（経済） 

対象地域を含む西北地方では、下北地方に次いで2番目に低い生産額 

また、観光を含むサービス業が最も高く、産業別生産額における製造業の比率は県全体の約３分の１ 

西北地域は人口一人当たり所得額が県内で最も低く、さらにつがる市、鯵ヶ沢町は地域平均よりも低い 

▼青森県内の圏域と対象地域 

▼市町村別農業生産額 
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川
原
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町 

資料：H23青森県市町村民経済計算 

43,263億円 

【青森県内における順位】 
農業生産額比率 

五所川原市：24位 
つがる市：9位 
鰺ヶ沢町：21位 

▼五所川原市 卸売 ▼五所川原市 小売 

▼つがる市 卸売 ▼つがる市 小売 

▼青森県 卸売 ▼青森県 小売 

資料：H24経済センサス 
（単位：百万円） 
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▼対象地域及び各地方の製造業・農業生産額 

県平均 
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◆地域の声 
 ・鰺ヶ沢町の重要な観光資源は世界遺産白神山地。新青森駅から

鰺ヶ沢まで約1時間半かかり、観光客を呼び込むには時間距離が遠
いことが一番の課題です。日帰りでも多くの観光客に訪れて貰えるよ
うにしたいと考えています。（鰺ヶ沢町役場観光商工課 H25.6） 

３．地域の状況と課題（観光） 10 
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新青森駅～鰺ヶ沢町 
約62㎞ 73分 
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凡　　　　例

11.25/10.57 

0.36/0.14 

10.53/10.3 

-0.41/5.31 

西目屋村 

弘前市 

大鰐町 
平川市 

黒石市 

青森市 

藤崎町 

田舎館村 

外ヶ浜町 

今別町 

外ヶ浜町 

蓮田村 

岡崎海岸 

かそせいか焼き村 
富士見湖パーク 

※出典：Ｈ22国勢調査 

深浦町 

鰺ヶ沢町 

五所川原市 

五所川原市 

中泊町 

中泊町 

つがる市 

鶴田町 

板柳町 

〈西北地域の主な観光地〉 
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◆地域の声 
 ・鰺ヶ沢町の重要な観光資源は世界遺産白神山

地。新青森駅から鰺ヶ沢まで約1時間半かかり、
観光客を呼び込むには時間距離が遠いことが一
番の課題です。日帰りでも多くの観光客に訪れて
貰えるようにしたいと考えています。 

     （鰺ヶ沢町役場観光商工課 H25.6） 
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対象地域を含む西北地方には五所川原立佞武多（入込客数県内４位）や鰺ヶ沢海水浴場（海水浴場入込客数県内１
位）、周辺には世界遺産白神山地や十二湖、十三湖等からなる津軽国定公園など、観光資源が豊富に存在 

しかし、ＩＣや新幹線駅など交通拠点からの時間距離が遠く、県内の他地域に比べ低い観光入込客数 

H24観光入込客数
合計 冬期 冬期割合

五所川原市 657,650 59,441 9%
つがる市 760,307 103,859 14%
鰺ヶ沢町 628,649 125,081 20%
青森市 4,963,814 731,526 15%
八戸市 6,809,117 1,215,897 18%
七戸町 849,764 162,075 19%
能代市 1,628,644 104,346 6%

白神の森遊山道 
(ミニ白神) 

13.8 
15.6 

14.1 
12.0 12.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

H20 H21 H22 H23 H24

▼立佞武多の館の入込客数の推移 

(万人) 

青森県の観光統計は、平成22年か
ら観測方法が変わっているため、
平成21年以前と直近の単純比較は
不可能です（上表参照）。 

H20 H21 H22 H23 H24 H24/H22 H24/H23
五所川原市 296.3 355.3 71.3 58.9 65.8 0.92 1.12
つがる市 137.8 138.1 79.1 74.0 76.0 0.96 1.03
鰺ヶ沢町 84.7 80.7 70.3 63.1 62.9 0.89 1.00
青森市 593.8 608.4 499.9 502.0 496.4 0.99 0.99
八戸市 563.1 598.3 647.2 676.2 680.9 1.05 1.01
七戸町 98.2 103.0 84.2 91.6 85.0 1.01 0.93
能代市 139.1 136.2 149.1 129.9 162.9 1.09 1.25
深浦町 180.9 163.0 120.0 100.9 100.4 0.84 1.00
弘前市 715.9 746.6 455.1 413.8 450.9 0.99 1.09

〈観光入込客数の変化（H20～24）〉 

▼主要観光施設から最寄IC・最寄新幹線駅までの所要時間 

(分) 

※主要観光地は、各市町で最も入込客数の多い施設 
  鯵ケ沢：海の駅わんど    五所川原市：立佞武多の館  弘前市：弘前市立観光館 
  青森市：青森県観光物産館アスパム  八戸市：八食センター 
  七戸町：七戸町文化村  能代市：能代山本スポーツリゾートセンターアリナス 
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 ▼鰺ヶ沢海水浴場 

※出典：鰺ヶ沢観光ポータルサイト 

 ▼青森県内の海水浴場入込客数上位(H24) 

出典:青森県観光入込客統計(H24) 
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※H22道路交通センサス 

  より算出 

 （12時間平均旅行速度） 

他市町よりも所
要時間が長い 

開通済み

事業中

未事業化

〈観光入込客数の変化〉 

青森県 

秋田県 
岩手県 

凡例 
観光入込客数伸び率

（H24/H22） 

66万人 
(8%減) 

496万人 
(1%減) 

63万人 
(11%減) 

163万人 
(9%増) 

85万人 
(1%増) 

681万人 
(5%増) 

出典:青森県観光入込客統計・秋田県観光統計 

開通済み

事業中

未事業化

開通済み

事業中

未事業化

(万人) 

▼五所川原立佞武多 

出典:五所川原観光協会 立佞武多の館 

〈五所川原立佞武多〉 
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▼青森県内の行催事入込客数上位(H24) 

出典:青森県観光入込客統計(H24) 

東北新幹線 
八戸～新青森 

H22.12.4開通 
『マグロステーキ丼』 

根強い人気のわさお 

映画化、グッズ展開な
どでまちおこしに貢献 

世界遺産 
白神山地 

マグロ水揚げ量県内一位の深浦
町で考案された、ご当地グルメ 

北海道新幹線 

新青森～新函館北斗 

H27年度末までに 

開通予定 
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３．地域の状況と課題（企業立地） 11 

対象地域を含む西北地方においては製造業の事業所数は下北・上北地域に次いで少なく、県平均よりも少ない状況 

県内では高速道路の整備に伴い分譲率が増加 

▼各地域の事業所数（製造業） 

資料：H24経済センサス 

54.1

54

40.9

35.7

30.6

0 10 20 30 40 50 60

用地の価格（賃料）

交通アクセスの良さ

労働力の確保

取引先・市場に近い

補助金・税制優遇

(%)

▼民間企業の企業立地の決定条件 
（重視する条件） 

資料：五所川原市（H23企業立地意向調査結果） 

   ※全国の製造業、印刷関連、運輸、鉄鋼業、 

     通信業、通信サービス業などを対象とした 

     調査結果（上位5項目） 

深浦町 

鯵ヶ沢町 

弘前市 

つがる市 

五所川原市 

101

７

分譲率50.0％ 
（1.5ha/3.0ha） 

分譲率93.2％ 
（4.1ha/4.4ha） 

分譲率70.9％ 
（32.7ha/46.1ha） 

出展：青森県産業立地推進課 

青森市 

七里 
長浜港 

東野 
工業団地 

青森ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ 
ﾊｲﾃｸ工業団地漆川 

鶴山 
工業団地 

◆地域の声 

（青森県 産業立地推進課 H25.6） 

 ・首都圏など県外企業からは冬季の降雪が交通機関に支障をき
たすのではないかと危惧する声があり、企業誘致にあたって
苦慮している。 

高規格幹線道路（供用区間）

高規格幹線道路（事業中区間）

一般国道

西北五地域

高規格ＩＣ

二次生活圏中心都市

凡　　　　例

県平均:515 

右図 

大平工業団地 

下北工業団地 

むつ小川原開発地区 

乙供工業団地 

三沢臨空港 
インダストリアル金矢 

細谷工業団地 

三沢臨空東工業団地 

三川目工業団地 

切谷内工業団地 

八戸北インター工業団地 

桔梗野工業団地 

第二福地工業団地 

八幡館工業団地 

常盤第一工業団地 

大釈迦工業団地 

青森中核工業団地 

▼工業団地から最寄りICまでの平均アクセス時間 

＜上北地域＞ 

＜西北地域＞ 

(ha) 

東北縦貫道八戸線の整備状況 

0.0km 

0% 

14.9km 

29% 

28.1km 

54% 

35.8km 

69% 

津軽自動車道の整備状況 

0.0km 

0% 

0.0km 

0% 

8.1km 

21% 

15.7km 

41% (ha) (%) 

▼高速道路延伸と工業団地分譲率の推移 

・浪岡五所川原道路 

 （浪岡IC～五所川原 

  東IC）開通(H14.11) 

・東北縦貫自動車道 

 八戸線（八戸JCT～ 

 八戸北IC）開通 

  (H14.7) 

・第二みちのく有料 

 道路開通(H4.12) 

・百石道路開通 

  (H7.3) 

   工業団地面積(ha)     工業団地分譲率(%)      

東北縦貫道八戸
線への接続に伴
い分譲率が増加 

凡例 
工業団地から最寄りICまでの 
アクセス所要時間平均（分） 

約94分 

※上北地方は事業所数が少
ないが、むつ小川原発など
工業用地の規模が大きい 

約19分 

約9分 

資料：青森県企業誘致推進協議会HPより 
所要時間：H22センサスを基に算出 

約10分 

高規格幹線道路（開通区間）

高規格幹線道路（事業中区間）

一般国道

西北地方

工業団地

凡　　　　例

約4分 

八戸線 

H14.7.18 

開通 

上北道路 

H25.3.24開通 

第二みちのく 

有料道路 

H4.12.18開通 

百石道路 

H7.3.28 

開通 

7.7km 

9.7km 

5.2km 

13.2km 

八戸JCT～ 

(仮)天間林(2)IC 

約52km 

約30分 

・浪岡五所川原道路 

 （五所川原東IC～五所 

  川原北IC）開通(H19.12) 

   工業団地面積(ha)     工業団地分譲率(%)      

津軽自動車道の開通に
伴い分譲率が増加 

・上北道路 

  開通 

 (H25.3) 

(%) 
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３．地域の状況と課題（農業・漁業） 

資料：海面漁業生産統計（H24） 
 資料：東京中央卸売市場産地別取扱実績（産地上位5地域） 【H24年1,2,12月】 

取扱量 (t) 

▼東京中央卸売市場における冬期のずわいがにの取扱実績 

東京中央 
卸売市場へ 

浪岡IC 

◆地域の声 
 ・国道101号は、冬期の吹雪と路面凍結が酷く、吹雪の時には防雪柵があっても先が見え

ず、立往生するときも多い。         （新深浦町漁業協同組合 H24,H25） 

 ・メロンは東京市場に夜１０時必着であり、輸送時間が約１０時間かかるため集荷場を 
  朝１０時には出なければならず、少しでも積み込みの余裕時間を増やしたい。 

             （ＪＡつがるにしきた本店 H22） 

▼関東方面等への出荷ルート 

西目屋村 

弘前市 

大鰐町 平川市 

黒石市 

青森市 

藤崎町 

田舎館村 深浦町 

鰺ヶ沢町 

五所川原市 

五所川原市 

中泊町 

中泊町 

つがる市 

鶴田町 

板柳町 
深浦漁港 

青森IC 

青森港 

深浦町 

271 
97% 

その他 

8 
3% 

単位 (t) 

東京中央 
卸売市場へ 

メロン集荷場 メロン集荷場 

五所川原 
市役所 

鶴田町役場 

板柳町役場 

つがる市役所 

藤崎町役場 

高規格幹線道路（供用区間）
一般国道
主要地方道
一般県道
市役所
役場

凡　　　　例

977  

618  573  

240  198  

0
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北海道 山形 青森 静岡 茨城 

つがる市, 
80.4%

鰺ヶ沢町, 
2.7%

その他県

内, 16.9%

県内出荷量

約1.2万トン

資料：野菜生産出荷統計（H18） 
 資料：東京中央卸売市場産地別取扱実績（産地上位5地域） 【H25.8】 

出荷のピークとなる８月は、 

青森県産メロンの取扱い量が第3位 

（東京市場におけるシェアは20%） 

県内における生産割合
は８割以上 

◆地域の声 
 ・つがる市・鰺ヶ沢町のメロンは東北自動車道を利用して関東や関西方面市場へ出荷。

東京市場は夜１０時必着であり輸送時間が約１０時間かかるため集荷場を朝１０時に
は出なければならず、少しでも積み込みの余裕時間を増やしたい。 

             （ＪＡつがるにしきた本店 H22） 

青森県産ずわいがにの 

取扱量は冬期に 

シェアが高い 

（冬期シェアは約21%） 

県内のずわいがに漁獲
のほぼすべてを深浦町

が占める 

▼東京中央卸売市場におけるメロンの取扱実績 

五所川原東IC 

五所川原北IC 

五所川原IC 

つがる市、鰺ヶ沢町は県内有数の「メロン」の産地であり、主に関東方面へ出荷 

深浦町では冬に「ずわいがに」が多く漁獲され、主に関東方面へ輸送 

しかし、輸送ルートである国道101号は高速ICまでの間に信号交差点や主要渋滞箇所が多く存在し、冬の輸送は通常
期よりも所要時間が増加 

※柏～五所川原東IC間は、
五所川原西バイパス開通に
より、全交差点・主要渋滞箇

所を回避可能になる 

取扱量 (t) 
〈深浦漁港から東北自動車道までの 

信号交差点密度・主要渋滞箇所数〉 

 

 

     東京市場への 

輸送ルート(ずわいがに) 

東京市場への 

輸送ルート(メロン) 

深浦漁港→五所川原東IC 
通常期:８７分 
冬 期:９９分 

五所川原 
市街地 

つがる 
市街地 

深浦漁港
  ～浮田

柏～浮田
五所川原東IC

～柏
浪岡IC

～五所川原東IC

延長(km) 44 13 9 11
信号交差点数

(箇所)
10 14 20 1

信号交差点密度
(箇所/km)

0.2 1.1 2.2 0.1

主要渋滞箇所数
(箇所)

0 3 4 1

12 

開通済み

事業中

未事業化



４．道路交通の状況と課題（交通特性） 

対象区間における交通量は約１０１～１３６百台／日であり、大型車は５～１０％程度 

国道101号は日本海側と内陸を東西に結ぶ主要幹線道路であるが、対象区間では物流・観光などの長トリップ交通と
農耕車・通勤などの短トリップ交通が混在 

13 

資料：H17,H22センサス 

五所川原・つがる市 

 発着 34.0％ 

五所川原・つがる市 

 通過 2.5％ 

1,431  718  

11,914  12,850  

0

5,000

10,000

15,000

H17 H22

13,345 13,568 

10.7% 5.3% 

(台/日) 
〈森田～浮田・鰺ヶ沢道路並行区間の交通量〉 〈柏～森田区間の交通量〉 

1,339  1,041  

9,544  
9,026  

0

5,000

10,000

15,000

H17 H22

小型車 

大型車 

12.3% 10.3% 

10,883 
10,067 

(台/日) 

％ 大型車 
   混入率 

五所川原・つがる市 

内々 63.5％ 

鯵ヶ沢町 

深浦町 

つがる市 

五所川原市 

青森市 

鶴田町 

鰺ヶ沢道路 

板柳町 

五所川原西 

バイパス 柏～浮田 

事業中 
H27供用予定 

事業中 
H26供用予定 

高規格幹線道路（供用区間）

高規格幹線道路（事業中区間）

高規格幹線道路（基本計画区間）

一般国道

西北五地域

高規格ＩＣ

凡　　　　例

約１３㎞ 

▼柏～森田区間の利用交通内訳 
〈浪岡五所川原道路の交通量〉 

(台/日) 

1,142  1,467  

7,021  

9,524  

0

5,000

10,000

15,000

H17 H22

14.0% 13.3% 

8,163 

10,991 

板柳町 

鶴田町 鯵ヶ沢町 

五所川原市 
つがる市 

青森市 

弘前市 

図 サイズ94 

鯵ヶ沢道路 
（事業中） 
L=3.7㎞ 

【H27開通予定】 

五所川原西 
バイパス 
（事業中） 
L=3.8㎞ 

【H26開通予定】 

浪岡五所川原道路 
（開通済） 
L=15.7km  

【H19.12全線開通】 

浪岡IC～国道7号 
交差点 
L=約2㎞ 

柏～浮田 
L=約13㎞ 

※ランプ 
 併用中 

▼柏～森田区間の交通特性 ▼森田～浮田区間の交通特性 

48% 

9% 

43% 

（合計10,300台/日） 

31% 

19% 

50% 

〈平均トリップ長〉 

（合計11,100台/日） 

通過交通：約35km 

発着交通：約18km 

内々交通：約  5km 

通過交通：約43km 

発着交通：約21km 

内々交通：約  9km 

沿線地域 

鰺ヶ沢・ 

深浦 

板柳･藤崎･弘前 

五所川原市 

その他 

〈 地域集約 〉 

鶴田町 

つがる市北部 

内々 

発着 

通過 

沿線地域：旧柏村、旧森田村、旧木造町南部・東部 

沿線地域 
通過 

沿線地域 
発着 

沿線地域 
内々 

沿線地域 
通過 

沿線地域 
内々 

沿線地域 
発着 

T’10（H22）=10,067台/日 

T’10（Ｈ22）13,568台/日 

利用交通全体 

約21km 

利用交通全体 

約33km 

〈平均トリップ長〉 

1,431  718  

11,914  12,850  

0

5,000

10,000

15,000

H17 H22

小型車 

大型車 13,345 13,568 

10.7% 5.3% 

％ 大型車 
   混入率 

(台/日) 

1,339  1,041  

9,544  9,026  

0

5,000

10,000

15,000

H17 H22

小型車 

大型車 

12.3% 10.3% 

10,883 10,067 
％ 大型車 
   混入率 

(台/日) 
〈交通量〉 〈交通量〉 

〈利用交通内訳〉 〈利用交通内訳〉 

H17,22道路交通センサス 

高規格幹線道路（供用区間）

一般国道

主要地方道

一般県道

高規格ＩＣ

凡　　　　例



４．道路交通の状況と課題（幾何構造） 

対象区間には急カーブや急勾配区間はないが、一部区間において車道幅員及び路肩幅員が不足する狭隘区間が存在 

特に冬期には必要幅員が確保されていないため、路肩への堆雪により大型車のすれ違い困難などが発生 
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木造地区 

森田地区 

① 

▼国道101号の道路状況 

鰺ヶ沢道路 
（事業中） 

五所川原西バイパス 
  （事業中） 

▲幅員狭小箇所【①】 

事業中区間
一般国道

主要地方道
一般県道
主要地区・公共施設
その他集落・遺跡・

環境保全箇所など
狭隘区間(幅員7ｍ以下)

凡　　　　例

3,000 3,000 

3,250 3,250 

500 500 

7,000 （2車線） 

500 500 1,500 1,500 

雪堤 雪堤 

必要な推雪幅
が未確保 

T’10=10,067台/日 
T’10=13,568台/日 

▲幅員狭小箇所【②】 

② 

平成25年2月25日  

堆雪による幅員狭小 

平成25年1月21日  

柏～浮田 

約１３km 

冬期車道幅が 
雪堤により確保出来ない。 

【国道101号を利用して「つがる総合病院」へ通院している患者の声】 
・冬は吹きだまりができて運転が大変。  
・除雪が間に合っていないので走りづらい。（つがる総合病院来院者 H26.7） 

10,500 （2車線） 



４．道路交通の状況と課題（旅行速度） 15 

対象区間では大型商業施設付近の交差点での速度低下や、冬期の速度低下による主要渋滞箇所が存在 

冬期間においては区間平均速度が37km/hまで低下し、さらに風が強く吹雪になる日は15km/hまで低下 

29.43/13.32 
1.53/-0.28 
26.49/7.95 
0.35/5.19 

木造地区 

道の駅もりた 

イオンつがる柏 

森田地区 

③ 

② 

 [資 料] 
  民間プローブデータ 
 [通常期] 
  H25.10ピーク時平均 
 [冬 期] 
  H24.12～H25.2降雪 
   日ピーク時平均 
 [吹 雪] 
  冬期間のうち特に 
   気象条件の悪い日 ▲冬期旅行速度の低下 

▲地吹雪発生状況【①】(森田バイパス) 

H23.2撮影 

H25.1撮影 

事業中区間

一般国道
主要地方道

一般県道

主要地区・公共施設
その他集落・遺跡・

環境保全箇所など

凡　　　　例

▲渋滞箇所【②】 

H25.1撮影 

① 

主要渋滞個所 
（H25.1公表） 

主要渋滞個所 
（H25.1公表） 

0～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h

旅行速度 
(12h平均) 

通常期 58.7  48.0  55.4  50.5  49.6  46.1  34.4  49.0  40.1  37.2  27.3  

冬 期 50.6  13.0  47.7  42.7  41.9  40.1  28.0  39.7  32.7  30.3  21.5  

吹 雪 39.3  35.9  17.6  32.9  35.3  7.4  7.3  28.8  17.8  24.0  5.7  

【確認・修正事項】 

・この頁は、P14～16を受け、『速度が遅い区間が存在する』と言う頁である 

7時 54.3 49.3 59.0 52.9 50.4 40.3 38.4 44.6 43.5 42.3 26.4
8時 58.8 42.5 57.3 45.7 49.4 44.4 35.6 46.9 37.8 44.6 28.8
9時 56.4 45.6 55.6 46.3 46.1 46.8 37.8 48.9 39.3 42.0 30.2
10時 60.2 42.4 59.2 56.2 48.5 42.4 35.5 48.1 37.5 44.9 26.4
11時 58.3 46.8 58.0 52.9 47.4 47.6 40.5 47.8 41.0 40.6 29.2
12時 58.3 43.1 57.9 60.6 54.3 44.5 41.4 52.2 40.3 42.3 30.6
13時 58.7 44.7 55.4 47.6 49.9 46.0 37.6 45.5 38.9 42.7 29.1
14時 60.2 44.1 54.6 51.9 46.2 42.7 39.5 51.7 38.4 39.7 29.3
15時 60.5 42.4 53.8 46.9 50.9 38.2 39.8 47.3 38.6 38.2 32.8
16時 58.3 49.3 52.0 50.5 49.4 44.6 39.0 49.2 36.7 40.7 30.7
17時 56.6 42.5 55.4 49.5 49.9 41.8 34.6 48.2 35.8 37.5 28.0
18時 61.9 52.7 56.1 52.9 56.4 44.6 38.5 50.6 40.6 40.0 29.9

12h平均 58.5 45.3 55.6 50.7 49.7 43.5 37.6 48.5 38.3 40.2 29.2
7時 56.9 48.9 55.3 42.7 59.6 64.3 31.7 45.5 42.1 33.6 27.4
8時 58.7 51.7 54.4 56.3 44.0 49.0 36.9 50.4 34.7 32.3 29.8
9時 62.1 54.4 38.0 49.7 50.6 48.7 36.0 48.9 45.7 38.4 28.7
10時 60.3 52.5 56.3 45.4 44.9 49.7 26.4 47.7 41.8 36.6 23.4
11時 59.6 54.0 59.3 49.3 50.2 42.8 36.9 53.6 43.4 35.7 26.0
12時 61.2 54.5 58.9 60.3 56.2 51.9 35.8 49.9 41.8 42.0 25.4
13時 57.3 50.6 56.4 48.4 50.2 47.9 35.3 45.3 39.4 36.9 24.4
14時 59.6 53.7 56.8 55.6 52.5 49.8 34.5 49.0 43.2 35.3 25.4
15時 59.5 57.3 58.0 43.8 51.6 48.5 32.6 46.5 40.0 30.2 23.3
16時 59.2 51.3 59.4 57.7 49.6 51.2 32.5 50.8 42.7 38.2 25.8
17時 59.0 46.0 55.8 51.1 47.2 48.5 31.8 48.7 43.3 34.2 22.9
18時 58.4 43.9 55.3 57.5 48.4 52.5 38.2 48.9 43.6 34.2 25.9

12h平均 58.8 51.1 55.3 50.4 49.5 49.1 33.1 48.1 42.0 34.6 25.5

12h平均

12h平均

冬期
吹雪

通常期

上
り

下
り

▲渋滞発生状況【①】（柏地内） 

H24.10撮影 

※ピーク時平均旅行速度 

(km/h) 

通常期 

冬 期 

吹 雪 

上り 58.5 45.3 55.6 50.7 49.7 43.5 37.6 48.5 38.3 40.2 29.2

下り 58.8 51.1 55.3 50.4 49.5 49.1 33.1 48.1 42.0 34.6 25.5

50.6 43.0 47.7 42.7 41.9 40.1 28.7 39.1 32.7 30.3 21.5

通常期

冬期

吹雪

H26.3撮影 

▲地吹雪発生状況【③】 

上り 56.6 42.5 55.4 49.5 49.9 41.8 34.6 48.2 35.8 37.5 28.0

下り 59.0 46.0 55.8 51.1 47.2 48.5 31.8 48.7 43.3 34.2 22.9

44.4 39.0 40.2 38.7 40.2 34.3 27.9 38.6 30.1 29.3 19.1

吹　雪

通常期

冬　期

上り 50.03268317 41.8 52.1126313 49.2 42.6 41.95233344 28.9718 42.61951596 34.4633736 34.1 28.11974471

下り 52.35356693 37.8 48.97972469 47.4 46.7 48.62003231 28.665 39.53055348 36.34337716 33.3 21.63019481

上り 41.66191245 36.2 39.31450887 43.2 38.6 28.19431581 27.1304 36.73115115 29.76843845 30 20.50910904

下り 45.83097905 41 42.41361874 35 40.5 42.72533071 27.5108 36.01812089 28.23495897 26.5 18.98923975

上り

下り

通常期

冬　期

吹　雪

44.5 
37.6 

15.5 

0

10

20

30

40

50

60

通常期 冬期 吹雪 



４．道路交通の状況と課題（沿道状況） 

対象区間は沿道に大型商業施設や工業施設が連続するほか信号交差点も集中しており、交差点密度が国道平均以上 

また、対象区間は沿道への出入り口が多く、特に森田～浮田間は信号のない出入り口が６５箇所存在し、大半が水
田からの出入りのため、農耕車の追い越し等で事故の危険性が高い等、幹線道路としての機能が脆弱である。 
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▼国道101号の道路･沿線状況 

道の駅もりた 

イオンつがる柏 

五所川原西バイパス 

（事業中） 

鰺ヶ沢道路 

（事業中） 

① 木造地区 

森田地区 

▲沿道大型商業施設立地箇所【①】 ▲沿道農地出入り箇所【②】 

② 

0.5  

0.9  

1.3  

1.1  全体平均 

柏～森田 

森田～浮田 

一般国道平均 
(東北管内平地部) 

▼信号交差点密度（箇所数/km） 

※出典：道路交通センサス(H22) 

0.5 

0.9 

1.3 

1.1 全体平均

柏～森田

森田～浮田

一般国道平均
(東北管内平地部)

▼信号交差点密度（箇所数/km）

※出典：道路交通センサス(H22)

森田～浮田間（約7km） 柏～森田間（約6km） 

柏～浮田 約１３km 

農耕車 追い越し

①

未着手区間に 

 ･信号交差点＝計 １４箇所 

  （柏～森田間：９箇所、森田～浮田間：5箇所） 

 ･出入箇所数＝計１２１箇所 (信号交差点含まず） 

  （柏～森田間：56箇所、森田～浮田間：65箇所） 

対象区間 森田～浮田間（約７km）に 

 ･信号のない出入り箇所：65箇所 

0.1km 0.1km 0.1km 0.1km 0.4km 0.1km 0.4km 0.7km 1.3km

( 17% ) ( 17% ) ( 8% ) ( 8% ) ( 57% ) ( 6% ) ( 24% ) ( 100% ) ( 100% )
交差道路の出入 2箇所 8箇所 26箇所 10箇所 5箇所 14箇所 5箇所 19箇所 15箇所 6箇所 11箇所

箇所数 (3.3箇所/km) (13.3箇所/km) (11.8箇所/km) (8.3箇所/km) (4.5箇所/km) (10.8箇所/km) (7.1箇所/km) (11.9箇所/km) (8.8箇所/km) (8.6箇所/km) (8.5箇所/km)

－－

出入交通

沿道状況 民家連担部



30% 

67% 

4% 

3% 

32% 

12% 

14% 

3% 

19% 

15% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死傷事故 

件数 

区間延長 
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(件) 

29% 

67% 

3% 

3% 

31% 

12% 

14% 

3% 

23% 

15% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死傷事故 

件数 

区間延長 

29% 

70% 

3% 

3% 

31% 

11% 

15% 

1% 

22% 

14% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死傷事故 

件数 

区間延長 

４．道路交通の状況と課題（国道101号の事故発生件数の推移） 

国道101号の死傷事故件数は、浪岡五所川原道路開通後の平成１９年以降減少しており、近年は横ばいの状態 

平成２０年以降では国道101号で発生する事故の約３割が延長比約１割の対象区間で発生 
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つがる市 

鰺ヶ沢町 

弘前市 

鶴田町 

青森市 

浪岡IC 

五所川原東IC 

五所川原IC 

五所川原北IC 

(仮)浮田IC 

五所川原市 

約13km 

L=7.6km 
H19 開通 

L=8.1km 
H14 開通 

柏～浮田 

浪岡五所川原道路 

津軽自動車道  L＝約38km 

青森JCT 

青森IC 

黒石IC 

大鰐弘前IC 

碇ヶ関IC 

深浦町 

西目屋村 大鰐町 

平川市 

板柳町 

藤崎町 

田舎館村 

鰺ヶ沢道路以西 
区間 

(仮)鰺ヶ沢IC 

▼国道１０１号全線の死傷事故件数推移 

▼国道１０１号各区間の延長・死傷事故件数割合 

※資料 H20～H23:イタルダデータ 

柏～浮田は、未事
業化区間の中で 

区間延長の割合に
対して死傷事故件

数が多い 

区間③ 区間④ 区間② 区間① 区間⑤ 
167 

149 152 

132 

106 
95 

74 
86 

76 81 81 85 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

区間① 区間② 区間③ 区間④ 区間⑤

149 152 

132 

106 
95 

74 
84 

76 80 83 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（件） 

浪岡五所川原道路(L=15.7km) 

全線開通 

※資料 H15～H23：イタルダデータ 

(仮)柏IC 

※青森県内の国道101号現道の総延長：約110km 

約110km 

開通済み

事業中

未事業化

つがる市 

鰺ヶ沢町 

弘前市 

鶴田町 

青森市 

浪岡IC 

五所川原東IC 

五所川原IC 

五所川原北IC 

(仮)浮田IC 

五所川原市 

約13km 

L=7.6km 
H19 開通 

L=8.1km 
H14 開通 

柏～浮田 

浪岡五所川原道路 

津軽自動車道  L＝約38km 

青森JCT 

青森IC 

黒石IC 

大鰐弘前IC 

碇ヶ関IC 

深浦町 

西目屋村 大鰐町 

平川市 

板柳町 

藤崎町 

田舎館村 

鰺ヶ沢道路以西 
区間 

(仮)鰺ヶ沢IC 

区間③ 区間④ 区間② 区間① 区間⑤ 

(仮)柏IC 

※青森県内の国道101号現道の総延長：約110km 

開通済み

事業中

未事業化
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11 

４．道路交通の状況と課題（当該区間の事故発生状況） 

対象区間には、国道101号で死傷事故率が最大となる信号交差点が２カ所存在 

死傷事故は交差点や沿道施設が多い箇所で多く発生 

対象区間では冬期に事故が多く発生しており、交差点では冬期の追突事故割合が通常期に比べ約２倍に増加 
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単路部事故発生箇所

信号交差点部事故発生箇所

うち死亡事故発生箇所

信号交差点

沿道施設

(沿道出入り口にある商業・工業施設)

ワースト1位：680.4件/億台㌔ 

0

100

200

300

400

500

600

700

柏～浮田間 

（100件/億台キロ以上） 

100件/億台キロ以上の
箇所が10区間存在 

国道101号で最も死傷事故率が高い
箇所が存在⇒680件/億台キロ 

〈国道101号の死傷事故率〉 

※イタルダデータ（H20～H23） 

※資料 H20～H23:イタルダデータ 

【確認・修正事項】 

・重大事故について、何か言えるか 

・何が原因で、追突事故が多いのかを明確に（原因分析・時間・季節など） 

【確認内容】 

・重大事故については、柏～浮田で特に多いという傾向は見られませんので載せていませんでした 

・時間別・季節別等での傾向は作成中です 

・イタルダデータでは、事故の直接的原因までは記載されていないため、県警データからの整理が必要になります 

95%
98%

92%

100%

89%

93%

5%
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11%
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80%
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90%

95%

100%

浪
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西

国
道1

0
1

号
全
体

重大事故

軽度事故

〈国道101号の区間別重大事故割合〉 

〈月別死傷事故発生件数（柏～浮田間）〉 

冬期 

交差点(冬期) 

追突：約８割 

1% 4% 9% 7%4%

15% 8% 9%
4%

4% 5% 12%

61%

60%

46%

51%

18%

9%

11%

6%

10% 2%
14% 6%

3% 6% 8% 10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

通常期 冬期 通常期 冬期

柏～浮田 国道101号全体

車両相互その他

右左折

出合頭

追突

正面衝突

車両単独

人対車両

     N=79               N=47               N=275             N=120 

単路(冬期) 

追突：約５割 単路(8月) 

追突：約５割 
冬期に事故件数が多い 

道の駅もりた 

イオンつがる柏 

67% 
48% 

33% 
52% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

通常期 冬期 

その他事故 

追突事故 

単路 冬期に事故
件数が多い 

4% 23% 

96% 
77% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

通常期 冬期 

N=55               N=31 

■ 車両単独 ■ その他 

1 

2 

0 

0 

4 

0 1 2 3 4 5

追突 

出合頭 

車両相互その他 

右左折 通常期 

冬期 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

0 1 2 3 4 5

追突 

出合頭 

車両相互その他 

右左折 通常期 

冬期 

ワースト2位：605.8件/億台㌔ 

■ 車両単独 ■ その他 

（件） 

2% 5% 6% 5% 
18% 

18% 48% 
72% 

66% 

48% 21% 

22% 12% 
5% 21% 

6% 5% 3% 3% 3% 5% 
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車両相互その他 

追越追抜時 
すれ違い時 
右左折 
出合頭 
追突 
正面衝突 

車両単独 
人対車両 7% 

N=33 
(65%) 

冬期は追突に加え、正面衝突及び
車両単独事故が３倍に増加 

※資料 H20～H25.10：青森県警提供データ 

〈交差点・単路での事故割合（柏～浮田間）〉 

冬期は追突事故の 

割合が約1.5倍に増加 

単路 交差点 N=99件 N=51件 

(N=33)          (N=18)          (N=59)          (N=40) 

N=18 
(35%) 

N=59 
(60%) 

N=40 
(40%) 
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４．道路交通の状況と課題（自然災害：地震・津波） 

▼日本海中部地震における通行止め箇所 

出典：日本海中部地震の記録(青森県) 

国道101号は、県都青森市と日本海側地域を結ぶ、唯一の緊急輸送道路 

昭和58年に発生した日本海中部地震では、国道101号の多くの箇所が被災したほか、過去10年で事故などによる全面通行止め
が20回発生 

区間の約6割に岩木川氾濫による想定浸水域が存在するなど緊急輸送路としての機能が脆弱 

▼岩木川の氾濫による想定浸水域と通行止め想定箇所 

出典：岩木川洪水ハザードマップ(青森河川国道事務所) 

▼国道101号の全面通行止め発生箇所（H15～H24） 

つがる市 

弘前市 

鶴田町 

板柳町 

青森市 

五所川原市 

深浦町 

鰺ヶ沢町 

青森港 

青森空港 

柏～浮田 
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イオン 
つがる柏 

旧101号 

道の駅もりた 

木造地区 

森田地区 

 
 
 

通常期  冬期 
 
 

15件   5件 

 
 

つがる市 

鶴田町 

全20件 

五所川原市 

岩
木
川 

鶴田町 

つがる市 

国道101号 想定浸水範囲 

0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

1.0～2.0m未満の区域

2.0～3.0m未満の区域

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

凡例

0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

1.0～2.0m未満の区域

2.0～3.0m未満の区域

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

凡例

国道１０１号 陥没した橋梁取り付け部 

路線名
被災

箇所数
主な被災内容

被害額
(百万円)

国道101号 51 路面亀裂沈下 512

国道102号 4 法面崩落 47

国道279号 4 落石及び路肩崩壊 58

国道280号 10 路面亀裂沈下及び路肩崩壊 60

国道338号 6 法面崩落 36

国道339号 62 路面亀裂及び沈下 717

国道394号 2 路面崩落 9

国道計 139 1440

被害の著しい区間

△ 架替を要する橋梁

× 全面通行止箇所

地震被害の凡例

第1次緊急輸送道路
(高規格幹線道路)

第1次緊急輸送道路

第2次緊急輸送道路

緊急輸送路凡例

津波浸水危険区域の凡例 

                  津波浸水危険区域 
                          （日本海沿岸の地震を想定） 

日本海沿岸に津波被害 

多くの道路が全面通行止めと
なり、救援・支援活動が難航 

▼国道101号の被災状況 

※資料：青森県土木五十年史 

路線名 被災箇所数
被害額
(百万円)

国道101号 51 512
国道280号 10 60
国道339号 62 717

国道計 139 1440

▼国道の被災箇所数と被害額 



５．政策目標の設定（地域・道路交通の課題とその原因） 

課題 原因 

地
域
に
つ
い
て 

医療 
・三次救急医療施設までの所要時間が60分を超過（青森県で2
番目に遠い） 

・冬期の救急搬送は特に時間を要する 

・国道101号の速達性が不十分 
 ⇒冬期の積雪による幅員狭小や地吹雪による視界不

良などで走行速度が低下 

産業 

・輸送ルート上に市街地の主要渋滞箇所、冬期の堆雪による
幅員狭小や視程障害などの問題があり輸送の信頼性が低い 

・県内の他地域に比べ事業所の立地数が少なく、企業ニーズ
にある最寄ICなどへの所要時間が長いため企業誘致に不利 

・生産地と消費地を結ぶネットワークが脆弱 
 ⇒主要地域間に高速道路の未整備区間が存在 

観光 
・ＩＣや新幹線駅など交通拠点からの時間距離が遠く、県内
の他地域に比べ観光入込客数が少ない 

・観光地と交通拠点間を結ぶネットワークが脆弱 
 ⇒主要観光地と交通拠点間に高速道路の未整備区間

が存在 

道
路
に
つ
い
て 

速度 
・通常期の旅行速度は45km/hであるが、地吹雪時は1/3の

15km/h程度まで低下 ・主要幹線道路としての機能低下 
 ⇒冬期の積雪による幅員狭小や地吹雪による視界不

良などで走行性・安全性が低下 
 ⇒沿道施設（商業・工業・サービス業）が連続 
 ⇒信号交差点、農地からの出入り箇所が多く存在 
  

渋滞 
・信号交差点の連続や大型商業施設、冬期の影響などにより 
 主要渋滞箇所が３箇所存在 

事故 
・死傷事故率100件/億台㌔以上の箇所が10箇所存在 
・区間最大では680件/億台㌔（国道101号ワースト１位） 

緊急 
輸送路 

・対象地域で第1次緊急輸送道路は国道101号だけであるが、
日本海側に津波浸水危険区域と岩木川氾濫による想定浸水
区域が存在する 

・災害時等の代替性が不十分 
 ⇒信頼性の高い幹線道路ネットワークが脆弱 
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５．政策目標の設定（地域の将来像） 21 

 未来を変える挑戦 －強みをとことん、課題をチャンスに－ 
（青森県の最上位計画である『青森県基本計画』（計画期間2014～2018）より抜粋） 

質の高い地域医療サービスの提供 

◆医療連携体制の強化 

 ・自治体病院の医療機能の再編・ネットワーク化を通じ、中核病院の維持・充実を図る
とともに、地域における医療機関の連携強化を進めます。 

 ・県内３救命救急センターやドクターヘリの効果的な運用を進めるとともに、医療機関
の体制整備や連携強化を進め、救急医療体制の充実・強化に取り組みます。 

安定した雇用の確保と県民の活動を支
える基盤の整備 

◆産業や生活を支える交通・情報通信基盤整備 

 ・北海道新幹線の開業効果を地域に波及させるため、交通事業者などと連携し、各地へ
のアクセス向上など、二次交通の利便性向上及び案内機能の強化に取り組みます。 

 ・幹線道路ネットワークや港湾物流拠点などの整備を促進します。 

災害や危機に強い人づくり、地域づく
り 

◆安全・安心な県土づくり 

 ・命を守ることを最優先にした防災インフラの整備などに取り組みます。 

 ・道路、河川、海岸、土砂災害危険箇所などの整備・修繕・更新を進めます。 

 地域別計画 （西北地域）    （『青森県基本計画』における地域別計画より抜粋） 

消費者志向で稼ぐ農林水産業の推進 
・安全・安心など、消費者志向に対応した産品づくりとそのブランド化、及びそれらを推

進する人財の育成 

・農林水産業を支える基盤の整備を通じた環境の保全・再生の推進 

チャンスを生かし、地域の人が主役と
なる観光の推進 

・奥津軽（仮称）駅からの観光ルートの開発と新青森駅からの誘客の強化をめざした地域
資源の発掘、観光コンテンツ化 

普段から健康を意識する地域づくり 
・中核病院と身近な医療機関の役割分担（つがる総合病院とかかりつけ医の役割分担）の

周知と適切な医療連携の推進 



５．政策目標の設定（地域の将来像） 22 

 つがる市総合計画 －後期基本計画（H23～H27）－ 

潤いと誇りに満ちた 

活力ある産業づくり 

（産業・経済） 

農林水産業の振興 生産基盤の整備・充実、経営基盤の強化、販路の拡大、ブランド化戦略の推進 

観光の振興 
つがる市特有の自然・文化・産業を活かした観光開発、ホスピタリティの向上、観光インフ
ラ・レクリエーション施設の整備、メディアを活用した戦略的な情報発信 

雇用創出の促進 企業等誘致の優位性の確保、起業に対する支援の充実 

活発な交流とふれあいの拠点づくり
（都市基盤整備） 

道路ネットワークの整備促進 主要幹線道路の整備、生活道路の整備 

お互いを認め合い支え合う共生のここ
ろづくり（保険・医療・福祉） 

医療体制の充実 地域医療の充実、高度救急医療の充実 

 第５次鰺ヶ沢町総合計画 －前期基本計画（H23～H27）－ 

良好で美しいまちづくり 

（社会・都市基盤の整備） 
利便性の高い交通環境の形成
に努めます 

・適切な道路網の整備に努めます 

 高速・広域交通の対応、幹線道路の整備に係る要望 

いきいきと暮らせる安全・安心のまち
づくり 

（生活環境の整備、健康福祉の充実） 

生命や財産を守るまちを目指
します 

・災害時の安全確保に努めます 

 地震、津波、風水害、集中豪雨等災害対策、広域救急体制の構築 

・災害に対する万全な備えを整えます 

 治水砂防施設整備の促進、地域防災計画の見直し 

健康で元気に暮らせるまちを
目指します 

・地域医療の確保により、安心した暮らしの実現を目指します 

 サテライト病院の設置と機能的運営、医療機器の導入及び施設整備による医療体制の充実 

 五所川原市総合計画 －後期基本計画（H23～H2６）－ 

次世代に受け継ぐ交通体系の整備 
高速交通体系及び地域ネット
ワークの整備 

津軽自動車道建設整備促進に向けた要望活動 

健やかな暮らしを支える 

保険医療体制の充実 
地域医療体制の充実 自治体病院機能再編成の推進、救急医療体制の整備 

 

・活力ある商工業の振興 

・活力ある観光産業の振興と魅力 

あふれる観光地の形成 

工業団地への企業立地の推進 地域に根差す企業誘致の推進 

観光ルートの充実と情報発信 

広域観光の活性化 

観光ルートの充実、観光情報の発信 

東北新幹線全線開業効果を広域的に波及させる、広域観光の振興 



５．政策目標の設定（整備方針の検討） 

□地域や道路交通の課題や原因、地域の将来像等を踏まえて、以下の政策目標を設定 

□これらの目標を達成するための対策案として、当該地域における整備方針を検討 

■ 医療施設への速達性向上 

■ 冬期交通環境の改善 

■ 地域振興の支援 

■ 信頼性の高い道路ネットワークの確保 

■ 安全な走行空間の確保 

○地域や道路の状況と課題、地域が目指す将来像を踏まえ、当該地域の政策目標を設定 

○対策案の検討方針 

【医療関連】 

高次施設と地域の速達
性を向上し、救急搬送
時の定時性を確保する
道路とは 

【地域振興関連】 

観光地と交通拠点、生
産地と消費地の連絡性
を高め、地域の観光や
産業の活性化を促進す
る道路とは 

【災害関連】 

日本海沿岸部津波被災
時等にも救援ルートと
しての機能を有する道
路とは 

地域・道路の状況と課題 

地域の将来像 

既存の道路ストック活用の可能性も含め、複数の対策案を設定し比較検討 

【走行空間】 

沿道施設や出入り交通
との錯綜を防ぎ、交差
点での事故防止など安
心して利用できる道路
とは 

【冬期交通環境】 

吹雪や地吹雪による視
程障害や、堆雪による
速度低下を防ぎ冬期の
厳しい気象状況下でも
信頼できる道路とは 
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６．今後の手続きの進め方 24 

第１回 

東北地方 

小委員会 

■地域や道路交通の
現状・課題 

 

■政策目標の設定 

 

■計画段階評価手続
きの進め方 

 

■意見聴取方法 

第２回 

東北地方 

小委員会 

■意見聴取結果の 

   確認 

 

■対策案の考え方 

 

■対策案の検討 

 ・ルート帯 

 

■意見聴取方法 

東北地方小委員会 

■意見聴取結果の 

   確認 

 

■対策方針案につ 

  いて 

意見聴取 

（第１回） 

○地域、道路の 課題 

○政策目標 

○道路整備の必 要性 

 

●意見聴取方法 

《アンケート》 

対象：道路利用者 

   地域住民 

    企業 

《ヒアリング》 

 対象：企業 等 

【平成２６年８月２９日】 

地 方 小 委 員 会 

（今回） 

１．今後の計画段階評価手続きの進め方、スケジュール（案） 

地域住民や道路利用者の意見を聞きながら、道路計画〔概略の計画案（複数案）〕について検討を行う。 

□ 計画段階評価手続きの進め方は以下のとおり 

･･･ 

対
 
応
 
方
 
針
 
の
 
決
 
定
 

意見聴取 

○対策案選定時に 

   重視する項目 

 

●意見聴取方法 

《アンケート》 

 対象：道路利用者 

    地域住民 

    企業 

《ヒアリング》 

 対象：企業 等 



７．地域からの意見聴取方法 25 

○意見聴取の概要 

周知方法 ： 記者発表、ポスター掲示、新聞広告、 

       ＨＰへのバナー貼り付け、市町村広報誌 
 

配布方法 ： ① 対象地域は全戸配布 

       ② ①以外は、役場や道の駅等へのアンケート用紙の設置 

       ③ ＨＰ上でのＷＥＢアンケート 
 

回収方法 ： ① 郵便ポスト 

       ② 役場や道の駅等への投函ボックスの設置 

       ③ ＨＰ上での回答 
 

対  象 ： 下表のとおり 

住民、道路利用者 

企業・団体 
対象地域 周辺地域 その他地域 

約37,000世帯 － － 56社・13団体 

周知
方法 

市町村広報誌 

記者発表、ポスター掲示（道の駅等）、新聞広告 

ＨＰへのバナー貼り付け（整備局、事務所、県、市町） 

配布
方法 

全戸配布 

企業への 

アンケート用紙の配布 

市町役場への 

アンケート用紙の配置 

道の駅へのアンケート用紙の配置 

ＨＰでのＷＥＢアンケート 

回収
方法 

郵便ポスト 

市町役場や道の駅等へ設置したボックスへの投函 

ＨＰ上での回答 

 ※企業 ： 対象地域企業、物流・観光事業者 等 

 ※団体 ： 商工会議所、トラック協会、ＪＡ、救急医療機関、 

       観光協会 等 

【確認・修正事項】 

・企業、団体の一覧は別途エクセル 

・道の駅へのアンケート用紙の配置箇所：図中5カ所を想定 

・企業へのヒアリング：要検討 

・五所川原市とつがる市の取扱い 

 ⇒旧市町村単位で分けて配布は可能（エリアメール） 

  旧車力村、旧稲垣村、旧金木町は国道101号から離れているため周辺地域へ含める方針 

住民アンケート：約37,000世帯 

五所川原市 21,277 世帯 

つがる市 11,473 世帯 

鰺ヶ沢町 4,095 世帯 

開通済み

事業中

未事業化

青森市 

弘前市 

旧岩崎村 

旧深浦町 
鯵ヶ沢町 

4,095世帯 

鶴田町 

4,402世帯 

板柳町 

4,770世帯 

旧五所川原市 

16,957世帯 

旧金木町 

旧車力村 

旧稲垣村 

旧中里町 

旧市浦村 

旧小泊村 

深浦町 

3,532世帯 

つがる市 

11,473世帯 

五所川原市 

21,277世帯 

中泊町 

4,370世帯 

中泊町 

五所川原市 

対象区間 

柏～浮田 

青森県 

秋田県 

拡大図 

旧森田村 

旧木造町 

鯵ヶ沢町 

つがる市 

鶴田町 
弘前市 

五所川原市 

旧柏村 

つがる市役所 

鰺ヶ沢町役場 

柏分庁舎 

鶴田町役場 

海の駅わんど 

道の駅もりた 

五所川原 
市役所 

約13㎞ 

  アンケート 
  全戸配布エリア 

市役所・町役場

市役所（支所）

道の駅

アンケート投函BOX

設置箇所

西北地域 
県民局 

つがる市出張所 

開通済み

事業中

未事業化

対象者・実施方法 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

【企業及び関係団体】 

企業 地元企業、物流・観光事業者など 
インタビュー形式でのヒアリング調査 

関係団体 商工会議所、トラック協会、ＪＡ、救急医療機関、観光協会など 

ア
ン
ケ
ー
ト 

【地域住民及び道路利用者】 

地域住民 
五所川原市（約21,300世帯）、つがる市（約11,500世帯） 
鰺ヶ沢町  （約 4,100世帯） 

自治体広報誌と同時全戸配布 
（約36,900世帯） 

道路利用者 

周辺市町村役場（中泊町、鶴田町、板柳町、深浦町）及び 
道の駅（もりた、なみおか、つるた、ふかうら）、海の駅わんど 

市町村役場及び道の駅等への常設 

道路利用者 Web（HP）掲載による実施 

○意見聴取の方法と対象者 
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○アンケート案 

①調査概要 ②国道１０１号（柏～浮田間）の現状 

⇒本調査の趣旨・調査対象箇所の提示・今後の手続  
   きの流れ 

⇒現国道１０１号における道路交通及び地域の課題の提示 

津軽自動車道

計画段階評価区間
柏～浮田
（未事業）

約１３km

五所川原
西バイパス
（H26開通予定）

３.８km

浪岡五所川原
道路

（H19開通）

１５.７km

浪岡IC～国道７号
交差点
（未事業）

約２km

津軽自動車道（柏～浮田）の
計画検討に関するアンケート（第１回）

津軽自動車道は、青森市から五所川原市を通過して鯵ヶ沢町に至る延長約38kmの高規格幹線道路で
す。

本調査は、未事業化区間である柏～浮田間の道路整備の計画検討にあたり、皆様のご意見をお聞きす
るためにアンケート調査を行うものです。

今回のアンケート調査では、地域の皆様が日頃感じている道路交通や地域の課題等についてご意見を
お聞きしたく、ご協力をお願いします。

国土交通省 東北地方整備局
青森河川国道事務所

青森県 五所川原市 つがる市 鰺ヶ沢町

計画段階評価※

東
北
地
方
小
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

東
北
地
方
小
委
員
会

新
規
採
択
時
評
価

事
業
化

計画段階評価の流れ

鯵ヶ沢道路
（H27開通予定）

３.７km

今回のアンケートは
ここです。

青森県

岩手県

秋田県

福島県

山形県

宮城県

津軽自動車道
青森市～鯵ヶ沢町

約38km

東
北
地
方
小
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

●計画段階評価の詳しい情報や東北地方小委員会の資料等は国
土交通省東北地方整備局ホームページでご覧いただけます。

URL http://www.thr.mlit.go.jp/road/ir/shouiinkai/index.html

●アンケートに関するお問い合わせ
青森河川国道事務所 調査第二課
TEL:017-734-4570 FAX:017-722-2384

●インターネットによる回答も可能です。
URL：http:// ．
東北地方整備局、青森河川国道事務所、青森県のほか、西北五
地域の各市町村ホームページのバナーからも御利用いただけます。

※本調査で頂いた皆様からのご意見は、計画段階評価※における地域からの意見として「社会資本整備審議会道路分科会東
北地方小委員会」に報告いたします。



⇒ 国道１０１号及び地域の現状における課題 
⇒ 道路整備に求められる機能の確認 
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○アンケート案 

③質問事項 

設問は以上です。

ご協力ありがとうございました。

■問３ー１ 国道１０１号の柏から浮田間（対象区間）において、どのような交通問題や課題を感じていますか？

※複数回答可

１．信号交差点や沿道からの出入り箇所が多い ２．目的地までの時間がかかる （冬期には速度が低下）

３．交通事故のリスクが高い ４．通行止め時に長時間の足止めなどとなる

５．道路の幅が狭く走りにくい ６．農耕車や歩行者、軽車両(自転車等)との混在が危険

７．積雪や吹雪などで冬期の走行性が悪い ８．その他 ※回答欄の 〔 〕 内にご記入下さい

■問３－２ 「問３－１」でお答え頂いた中で、場所や時

期なども含め具体的な実体験を教えてください。

回答欄に自由にお書き下さい

■問４ 当該地域（対象区間）には、どのような機能を

持つ道路が求められますか？ ※複数回答可

１．冬期の影響を受けにくいこと

２．救急病院に早く行けること

３．自然災害や交通事故で通行止めになりにくいこと

４．最短時間で結ぶ物流経路を確保できること

５．観光交流を促進すること

６．交通事故が少なく安全に走行できること

７．その他 ※回答欄の 〔 〕 内にご記入下さい

■問５ これまでの質問以外に、意見がありましたらお

聞かせ下さい。

回答欄にご自由にお書きください。

■問１ 国道101号をどのくらいの頻度で利用します

か？ ※１つ選ぶ

１．毎日 ２．週に数回程度

３．月に数回程度 ４．ほとんど利用しない

５．利用したことがない

■問２ 国道101号の主な利用目的は何ですか？

※複数回答可

１．通勤・通学 ２．通院

３．家事・買物 ４．業務（営業・運送等）

５．観光・レジャー ６．その他

津軽自動車道（柏～浮田）付近の現在の国道101号についてお伺いします。

以下の設問にお答えください。

質 問

問１
※１つ選ぶ

問２
※複数回答可

問３-1
※複数回答可

問３-２
※自由記述

問４
※複数回答可

問５
※自由記述

アンケート回答欄

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

□１ □２ □３ □４ □５

□６

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

□８

□１ □２ □３ □４ □５ □６

□７

問３‐１で選択した番号 場所、時期、具体的な実体験

質 問

問１
※１つ選ぶ

問２
※複数回答可

問３-1
※複数回答可

問３-２
※自由記述

問４
※複数回答可

問５
※自由記述

アンケート回答欄

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

□１ □２ □３ □４ □５

□６

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

□８

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

問３‐１で選択した番号 場所、時期、具体的な実体験

□８

✓

✓ ✓

✓ ✓
✓

✓ ✓

３

５

８

■問３ー１ 国道１０１号の柏から浮田間（対象区間）において、どの

ような交通問題や課題を感じていますか？※複数回答可

１．信号交差点や沿道からの出入り箇所が多い

２．目的地までの時間がかかる （冬期には速度が低下）

３．交通事故のリスクが高い

４．通行止め時に長時間の足止めなどとなる

５．道路の幅が狭く走りにくい

６．農耕車や歩行者、軽車両(自転車等)との混在が危険

７．積雪や吹雪などで冬期の走行性が悪い

８．その他 ※回答欄の 〔 〕 内にご記入下さい

■問３－２ 「問３－１」でお答え頂いた中で、場所や時期なども含め

具体的な実体験を教えてください。

※場所について②ページのA～Oの区間で教えて下さい

■問４ 当該地域（対象区間）には、どのような機能を持つ道路が求

められますか？ ※複数回答可

１．冬期の影響を受けにくいこと

２．救急病院に早く行けること

３．自然災害や交通事故で通行止めになりにくいこと

４．通行止めになった時でも代替路を確保できること

５．最短時間で結ぶ物流経路を確保できること

６．観光交流を促進すること

７．交通事故が少なく安全に走行できること

８．その他 ※回答欄の 〔 〕 内にご記入下さい

■問５ これまでの質問以外に、意見がありましたらお聞かせ下さい。

回答欄にご自由にお書きください。

■問１ 国道101号をどのくらいの頻度で利用しますか？※１つ選ぶ

１．毎日 ２．週に数回程度

３．月に数回程度 ４．ほとんど利用しない

５．利用したことがない

■問２ 国道101号の主な利用目的は何ですか？※複数回答可

１．通勤・通学 ２．通院

３．家事・買物 ４．業務（営業・運送等）

５．観光・レジャー ６．その他

＜ アンケート回答例 ＞

②ページの内容をご確認頂き、アンケートにお答えください。

世帯配布のアンケートは、各世帯１部の送付としております。
さらにご協力頂ける場合は、お手数ですがアンケート票をお近くの市町村役場などにも設置しておりますので、そちらをご利用頂くか、インターネット
からの回答も可能となっております。

●津軽自動車道（柏～浮田）付近の現在の国道101号につ

いてお伺いします。以下の設問にお答えください。 【表】

【裏】
・□にはレ点をご記入下さい。
・その他を選択した場合は下の[ ]内に詳細をご記入下さい。
・自由回答欄には、ご自由にご意見をご記入下さい。

◆返信方法 ※下記のいずれかで返信してください。
①お近くの郵便ポストに投函してください。
②国道事務所、西北五地域の各市町村役場並支所、道の駅（もりた・つるた・なみおか）、海の駅（わんど）等の回収ボックスに投函してください。

◆締切 平成●年●月●日までにお願いします。

ご協力ありがとうございました。

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

青森県青森市中央三丁目 20 番 38 号

３ ８２２

年齢

職業 性別

住所

運転
免許

年齢

職業 性別

住所

運転
免許

□１０代・□２０代・□３０代・□４０代
□５０代・□６０代・□７０代以上

[ ］都・道・府・県
[ ] 市・町・村

地区名［ ］

会社員・公務員・自営業・学生
主婦・無職
その他（ ）

男
・
女

□あり □なし

あなたについてお聞かせください。

ご協力お願いいたします。

・□にはレ点をご
記入下さい。

・当てはまる項目
に○で囲って下
さい。

・その他を選択し
た場合は下の
［ ］内に詳細を
ご記入下さい。

✓

青森
つがる

森田

✓

・ご自由に
ご意見を
お書き下
さい。

・□にはレ点を
ご記入下さい。

・その他を選択
した場合は下
の［ ］内に詳
細をご記入
下さい。

・問３－１で
選択した項
目について
具体的体
験をご記入
下さい。



質 問

問１
※１つ選ぶ

問２
※複数回答可

問３-1
※複数回答可

問３-２
※自由記述

問４
※複数回答可

問５
※自由記述

アンケート回答欄

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

□１ □２ □３ □４ □５

□６

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

□８

□１ □２ □３ □４ □５ □６ □７

問３‐１で選択した番号 場所、時期、具体的な実体験

□８

７．地域からの意見聴取方法 

（表面） 

（裏面） 

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

青森県青森市中央三丁目 20 番 38 号

３ ８２２

年齢

職業 性別

住所

運転
免許

年齢

職業 性別

住所

運転
免許

□１０代・□２０代・□３０代・□４０代
□５０代・□６０代・□７０代以上

[ ］都・道・府・県
[ ] 市・町・村

地区名［ ］

会社員・公務員・自営業・学生
主婦・無職
その他（ ）

男
・
女

□あり □なし

あなたについてお聞かせください。

ご協力お願いいたします。

・□にはレ点をご
記入下さい。 

 

・当てはまる項目
に○で囲って下
さい。 

  

・その他を選択し
た場合は下の
［ ］内に詳細を
ご記入下さい。 

✓ 

青森 
つがる 

森田 

✓ 

（裏面） 
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○アンケート案 

④返信用はがき 

⇒回答は、返信用はがきに記入し、郵便ポストや投函ボックスへ 

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

青森県青森市中央三丁目 20 番 38 号

３ ８２２

年齢

職業 性別

住所

運転
免許

年齢

職業 性別

住所

運転
免許

□１０代・□２０代・□３０代・□４０代
□５０代・□６０代・□７０代以上

[ ］都・道・府・県
[ ] 市・町・村

地区名［ ］

会社員・公務員・自営業・学生
主婦・無職
その他（ ）

男
・
女

□あり □なし

あなたについてお聞かせください。

ご協力お願いいたします。

・□にはレ点をご
記入下さい。 

 

・当てはまる項目
に○で囲って下
さい。 

  

・その他を選択し
た場合は下の
［ ］内に詳細を
ご記入下さい。 

✓ 

青森 
つがる 

森田 

✓ 

・ご自由に
ご意見を
お書き下
さい。 

・□にはレ点を
ご記入下さ
い。 

 

・その他を選択
した場合は下
の［ ］内に詳
細をご記入
下さい。 

✓ 

✓ ✓ 

✓ ✓ 
✓ 

✓ 

【表】 

【裏】 

✓ 

・問３－１で
選択した項
目について
具体的体
験をご記入
下さい。 

３ 

５ 

８ 


